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当社の保険募集管理体制について

当社は、法令等で求められる保険募集に関する業務の健全かつ適切な運営を確保するとともに、

当社の永続的な成長・発展に不可欠な業務品質向上をより一層推進するため、以下のとおり保険

募集管理体制を整備する。

1 組織体制

(1) 統括責任者、管理部署、管理責任者

当社における保険募集管理の統括責任者は社長とし、管理部署は関連事業部、管理責任者は

宮田勝彦関連事業部長とする。

2 保険募集に関する業務を適切に行うための体制

(1) 基本的な考え方

当社は、保険募集に関する法令等の遵守、保険契約に関する知識、内部事務管理態勢の整備

(顧客情報の適正な管理を含む)等について社内規則を定め、これら社内規則の遵守および

社員の育成・資質の向上を図るため、教育、管理、指導を行うとともに、自己点検等の監査

等を通じて業務実態等を把握し、不適切と認められる場合には改善を図るための体制 (いわ

ゆる「PDCA サイクル」) を構築する。

(2) 当社におけるPDCA サイクルの概要

PDCA サイクル 運営概要

社内規則等の策定 原則、下記取り扱い保険会社 (*保険会社)から提供された各種

(P1a n) 規程 ・マニュアル等を当社の社内規則と位置づけ、使用する。

適切な教育・管理・指導 資格の取得状況や、保険会社が参加必須としている研修の受講状

(D o) 況等を管理する。

自己点検等の監査 保険会社が実施する代理店監査等を活用して、定期的または随時

(Check) に、自己点検等を実施する。

改善に向けた態勢整備 自己点検や苦情等を通じて判明した不備等に対し、確実に改善策

(Ac t) を講じるとともに、それらを記録・保存する。

*取り扱い保険会社

損害保険
① 三井住友海上火災保険株式会社
② 東京海上日動火災保険株式会社
③ 損害保険ジャパン株式会社

生命保険
① 三井住友海上あいおい生命保険株式会社
住宅暇癖担保責任保険
① 株式会社ハウスジーメン

② 株式会社日本住宅保証検査機構



3 体制整備における対応事項

(1) 社内規則等の策定 (P1 a n)

①当社の社内規則
当社の保険募集管理に関する社内規則は、以下のとおり。

a, 当社の業務運営に

関するもの

・勧誘方針

・満期管理マニュアル

・事務処理マニュアル等

b. その他 (保険会社

の管理・指導の範

囲内の業務に関す

るもの)

・募集コンプライアンスマニュアル

・保険業法改正ガイド

② 社内規則の運営
・社内規則は、常時閲覧できるよう各事務所に備え付けるか、もしくは保険会社の掲載物

(電子媒体)等とする。

・社員は、各社内規則の内容を理解したうえで、これらに従い適切に業務を遂行する。

・社内規則は、法令等の改正や、業務運営状況の実態等を踏まえ、適時見直しを行う。

(2) 適切な教育・管理・指導 (Do)

①基本的な考え方
当社においては、人財こそが最大の経営資源 (財産) である。各種法令、社内規則の遵守

はもとより、社員一人ひとりの成長が会社の成長を支えるとの認識のもと、適切に教育、

管理、指導を実施する。

②保険募集に必要な資格取得・管理

当社は、以下のとおり保険募集に必要な資格の取得状況・講習の受講状況を管理する。

・損保協会の損保一般試験「基礎単位」「商品単位」、生保協会の「一般課程」「応用課程」

の取得を必須とし、さらに上位資格の取得を推奨する。

・保険会社電子媒体等により、社員の上記資格の取得状況、受講が必須な講習の受講状況

等を確認、管理する。

・資格取得・更新、講習受講等の必要があるものが確認された場合、該当者に対して早期

の対応を指示するとともに、対応が完了したことを確認する。

・資格の更新漏れが発生した場合は、速やかに該当者に募集停止の措置を講じる。

③保険募集に関するルール、商品・事務知識等に関する教育・指導

当社は、保険会社が参加必須としている研修については、全社員必須受講とするとともに、

以下のとおり研修内容を社内に周知徹底する。

・保険会社が主催する受講必須の研修は、全社員が期日までに必ず受講する。

・やむをえず参加できない社員がいる場合は、当該研修等に参加した社員が、研修内容を

不参加の社員にフィードバックする。

・研修内容等を社内に周知徹底するため、必要に応じて当社独自の研修・勉強会等を実施
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す る。

・上記のほか、保険会社研修媒体活用をはじめ、自己学習等を通じて自己研さん・知識の

習得に努める。

・社員の研修受講状況 (社内でフィードバック等を行った場合はその実施状況)、当社独自

研修の実施状況等を把握したうえで、それらを記録、保存する。

④提携先・見込客紹介者 (募集関連行為従事者)に対する教育・管理・指導

当社は、見込客の紹介者等の募集関連行為従事者が、保険募集に該当する行為に及ぶなど

不適切な行為を行うことがないよう、以下のとおり適切な教育・管理・指導を行う。

・見込客の紹介について、第三者と提携する場合は、必ず事前に管理部へ「提携先、提携

内容、紹介謝礼の有無と内容等」について報告し、事前に承諾を得る。既に提携済の先

がある場合は、速やかに管理部へ報告し、指示を得る。

・当社では、第三者と見込客の紹介等を提携する場合は、原則として、契約書を締結する

などにより、委託先における禁止事項等を徹底する。

・提携先 (募集関連行為従事者) が不適切な行為を行っていないか等、ルールの遵守状況

について定期的なチェック等を行い、必要に応じて指導、改善を図る。

(3) 自己点検等の監査 (Check)

①基本的な考え方
当社は、社内規則等で定める各種ルールの遵守状況等を主体的、自立的にチェックするこ

との重要性等を踏まえ、以下のとおり自己点検を実施する。

③ 実施方法
・当社は、保険会社が実施する代理店監査時に、同社が提供する業務運営状況点検表等を

活用して、自己点検を実施し、ルールの遵守状況や業務運営状況を点検する。

※自己点検においては、募集人単位でルールが遵守されているか等も確認する。

・拠点に対しては、上記の他、定期的または随時に、当社主体で自己点検等を実施する。

・当社は、上記の点検結果を踏まえ、不備の有無等を把握するとともに、不備の是正等、

必要な対策を講じる。

・上記の点検結果は、過去 3年分を保存する。

(4) 改善に向けた体制整備 (Ac t)

上記 (3) の自己点検等の監査結果や、苦情等により不備が判明した場合は、深度ある原因

分析、有効な再発防止策の検討と実施により、確実に改善を図るとともに、対応履歴等を業

務運営状況点検表や、お客さまの声管理簿等に記録する。

(5) 比較説明・推奨販売に関する事項

①基本的な考え方
当社は、比較説明・推奨販売に関する社内規則等を以下のとおり定め、全社員に周知徹底

し、お客さまに対して適切に説明する。

② 比較説明・推奨販売に関する社内規則等

当社は、保険会社が提供する「募集コンプライアンスマニュアル」、「保険業法改正ガイド」
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等を社内規則と位置づけ、以下の推奨方針に沿って、

お客さまに商品を提示・推奨する。

③当社の推奨方針
当社の推奨方針は、以下のとおり。

・当社は、損害保険については代理店受託契約のある三井住友海上火災保険 (株)・東京

海上日動火災保険 (株)・損害保険ジャパン (株) の商品をお薦めします。

生命保険においては同じく代理店受託契約のある三井住友海上あいおい生命保険 (株)

の商品をお薦め致します。

上記どちらにも属す第三分野の保険については、上記の 4社からお薦め致します。

(医療保険・がん保険・介護保険・傷害保険など)

・住宅暇庇担保責任保険においても代理店受託契約のある、株式会社ハウスジーメン・

株式会社日本住宅保証検査機構をお薦め致します。

・なお、他の取扱商品との比較説明や他の推奨基準・理由による販売を行う場合は、法

令等に則り、適切に説明・販売します。

・上記の社内規則、推奨方針および推奨販売する保険会社の商品・事務等を全社員に周

知徹底するため、定期的な研修・勉強会等を通じて、教育、管理、指導を行う。

・管理部は、前項 3. 体制整備における対応事項、(3) 自己点検等の監査 (Check)

等により、上記の社内規則、推奨方針等に沿って適切に募集していることを確認する。

・自己点検等の結果、不備等が判明した場合は、速やかに改善策を講じるとともに、あ

らためて社員への社内規則の周知徹底や、推奨方針見直しの検討等を行う。

以 上
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